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次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

に
延
長
保
育
の
実
施
を
増
設
す

る
計
画
が
あ
り
、
市
民
か
ら
も
切
実

な
声
が
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

延
長
保
育
に
つ
い
て
は
、
可

能
な
限
り
保
護
者
の
要
望
に
応

え
る
よ
う
現
在
４
施
設
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
雇
用
形
態
の
多
様

化
等
に
よ
り
延
長
保
育
を
希
望
す
る

方
が
増
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
職
員
の
数
や
配
置
等
の
問

題
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
え
ば
、
現
在
入
所
枠
が

比
較
的
余
裕
の
あ
る
古
新
田
保
育
所

で
延
長
保
育
を
実
施
し
た
場
合
に 

は
、
今
後
、
駅
前
よ
り
送
迎
保
育
が

可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、
待
機
児
童

の
解
消
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

一般質問から

　

学
校
へ
の
不
審
者
の
侵
入
に

に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
殺
傷
さ

れ
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
事
件
が
過
去

に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
自
ら
が
危
険
を

認
識
し
、
判
断
し
、
行
動
で
き
る
こ

と
も
き
わ
め
て
大
切
と
考
え
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
こ
の
よ
う
な
力
を
ど

の
よ
う
に
育
て
て
い
る
か
お
聞
き
し

ま
す
。

　

県
が
実
施
し
た
「
子
ど
も
あ

ん
し
ん
登
下
校
推
進
事
業
」
の

一
貫
と
し
て
、
昨
年
度
、
全
小
学
校

に
お
い
て
「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
た
ほ
か
、
そ
れ
ら
に
関
連
し

た
研
修
「
防
犯
教
室
講
習
会
」
を
介

し
て
、
各
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒

の
危
険
察
知
及
び
危
険
回
避
能
力
を

育
て
る
防
犯
教
育
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
よ
り
「
子
ど 

１７

も
防
犯
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
小
・

中
・
高
校
の
連
携
に
よ
り
、
子
ど
も

達
が
、
自
分
達
の
力
で
安
全
を
守
ろ

う
と
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
子
ど
も
防
犯

５
カ
条
」
を
作
成
し
、
時
期
に
応
じ
、

市
の
防
災
無
線
に
よ
り
放
送
を
行
う

と
と
も
に
、
市
内
の
学
校
や
公
共
施

設
等
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
啓
発

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

八
潮
北
口
駅
前
広
場
で
の
通

勤
・
通
学
者
等
の
送
迎
用
車
両

の
安
全
な
乗
降
場
所
の
確
保
と
看
板

等
に
よ
る
場
所
の
表
示
に
つ
い
て
。

　

今
後
、
新
設
さ
れ
る
南
口
駅
前
へ

の
一
般
車
両
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の

安
全
な
乗
降
場
所
の
確
保
と
、
タ
ク

シ
ー
車
両
の
待
機
場
所
の
設
置
に
つ

い
て
、
特
に
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
場
所

２
台
分
と
降
車
場
所
１
台
分
の
確
保

に
つ
い
て
。

　

北
口
駅
前
広
場
で
の
送
迎
用

車
両
の
乗
降
場
所
は
、
フ
レ
ス

ポ
八
潮
の
正
面
と
し
て
お
り
ま
す 

が
、
表
示
等
に
つ
い
て
は
今
後
、
警

察
と
協
議
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
口
駅
前
の
交
通
広
場
整
備
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
中
に
実
施
設
計
の

予
定
、
北
口
交
通
広
場
の
状
況
を
踏

ま
え
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
い

な
が
ら
交
通
安
全
に
配
慮
し
た
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
転
車
事
故
を
防
ぐ
為
に
も

市
内
の
歩
道
整
備
に
力
を
入
れ

て
頂
き
、
計
画
的
な
自
転
車
走
行
帯

の
推
進
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

八
潮
駅
周
辺
が
商
業
地
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
人
だ
ま
り
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
、
歩
道
幅
員

も
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
声

に
よ
く
耳
を
傾
け
、
自
転
車
走
行
帯

を
望
む
声
が
多
く
な
れ
ば
、
関
係
機

関
と
も
相
談
さ
せ
て
頂
き
、
十
分
、

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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QA

QA

QA

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
の
一

１９

般
質
問
は
、
６
月　

日
、　

日
、

１５

１８

　

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、　

人

１９

２０

の
議
員
が　

項
目
の
質
問
事
項
に

５５

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
各
議
員
の
主
な

質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
見

解
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
８
月
下
旬

頃
、
更
新
予
定
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
沢　
　

昇

渋
谷　

敏
男

八
潮
駅
前
の
交
通
広
場
整
備

学
校
教
育
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
お
け
る
保
育
行
政
の

充
実
に
つ
い
て

自
転
車
走
行
帯
の
推
進
に
つ
い
て

池
谷　

和
代

小
倉　

順
子

　

入
居
率
の
低
い
小
作
田
教
職

員
住
宅
に
つ
い
て
、
今
後
の
方

向
性
を
全
庁
的
に
議
論
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
市
と
し
て
の
考

え
は
。

　

小
作
田
教
職
員
住
宅
は
６
月

１
日
現
在
、
全　

戸
の
う
ち
入

４６

居
が　

戸
で
、
入
居
率
は　

％
程
度

１１

２４

と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
作
田
教
職
員

住
宅
は
、市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

周
辺
環
境
や
交
通
の
便
も
よ
く
、
市

の
貴
重
な
財
産
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
、
教
職
員

住
宅
と
し
て
需
要
が
見
込
め
な
い
場

合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の
財
政
状

況
や
、
市
民
の
要
望
を
十
分
に
考
慮

に
入
れ
、
用
途
の
変
更
や
所
管
替
え

等
に
よ
り
有
効
活
用
出
来
る
よ
う
関

係
各
課
と
調
整
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

QA
公
共
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て朝

田　

和
宏

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の

仕
事
全
般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関

か
ら
現
在
の
状
況
や
こ
れ
か
ら
の

考
え
を
聞
く
こ
と
で
す
。

用
語　

一
般
質
問
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